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(57)【要約】
【課題】来場者の影響特性を考慮した人流をシミュレー
ションできる人流シミュレーション装置を提供する。
【解決手段】人流シミュレーション装置は、複数の施設
が設置された場所における複数の来場者の人流をシミュ
レーションする人流シミュレーション装置であって、複
数の来場者の状況をそれぞれ表す来場者情報と、複数の
来場者の行動を誘発する誘発情報に対して複数の来場者
が影響を受ける特性をそれぞれ表す複数の影響特性モデ
ル情報とに基づき、複数の影響特性モデル情報とそれぞ
れ関連付けられた複数の来場者エージェントをシミュレ
ーション環境上に生成し、複数の施設の中から目的の施
設を選択する確率を算出する算出式と複数の影響特性モ
デル情報とに基づいて、シミュレーション環境上に生成
された複数の施設エージェントの中から複数の来場者エ
ージェントが向かう目的の施設エージェントを選択する
、処理を実行する処理部を含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の施設が設置された場所における複数の来場者の人流をシミュレーションする人流
シミュレーション装置であって、
　前記複数の来場者の状況をそれぞれ表す来場者情報と、前記複数の来場者の行動を誘発
する誘発情報に対して前記複数の来場者が影響を受ける特性をそれぞれ表す複数の影響特
性モデル情報とに基づき、前記複数の影響特性モデル情報とそれぞれ関連付けられた複数
の来場者エージェントをシミュレーション環境上に生成し、
　前記複数の施設の中から目的の施設を選択する確率を算出する算出式と前記複数の影響
特性モデル情報とに基づいて、前記シミュレーション環境上に生成された複数の施設エー
ジェントの中から前記複数の来場者エージェントが向かう目的の施設エージェントを選択
する、
　処理を実行する処理部を含む人流シミュレーション装置。
【請求項２】
　前記処理部は、前記複数の来場者が少なくとも時間及び距離に関して許容できない抵抗
度合をそれぞれ表す複数の行動特性モデル情報ともそれぞれ関連付けられた前記複数の来
場者エージェントを生成し、前記複数の行動特性モデル情報にも基づいて、前記施設エー
ジェントを選択する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の人流シミュレーション装置。
【請求項３】
　前記処理部は、前記複数の施設のいずれかを選ぶ際の選好度をそれぞれ表す複数の選好
度モデル情報ともそれぞれ関連付けられた前記複数の来場者エージェントを生成し、前記
複数の選好度モデル情報にも基づいて、前記施設エージェントを選択する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の人流シミュレーション装置。
【請求項４】
　前記複数の影響特性モデル情報、前記複数の行動特性モデル情報、及び前記複数の選好
度モデル情報はいずれも時系列に管理されている、
　ことを特徴とする請求項３に記載の人流シミュレーション装置。
【請求項５】
　前記処理部は、前記誘発情報を前記人流シミュレーション装置以外の装置から要求に基
づいて又は前記要求に基づかずに受信する、
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の人流シミュレーション装置。
【請求項６】
　複数の施設が設置された場所における複数の来場者の人流をシミュレーションする処理
をコンピュータが実行する人流シミュレーション方法であって、
　前記複数の来場者の状況をそれぞれ表す来場者情報と、前記複数の来場者の行動を誘発
する誘発情報に対して前記複数の来場者が影響を受ける特性をそれぞれ表す複数の影響特
性モデル情報とに基づき、シミュレーション環境上に前記複数の影響特性モデル情報とそ
れぞれ関連付けられた複数の来場者エージェントを生成し、
　前記複数の施設の中から目的の施設を選択する確率を算出する算出式と前記複数の影響
特性モデル情報とに基づいて、前記シミュレーション環境上に生成された複数の施設エー
ジェントの中から前記複数の来場者エージェントが向かう目的の施設エージェントを選択
する、
　処理を含む人流シミュレーション方法。
【請求項７】
　複数の施設が設置された場所における複数の来場者の人流をシミュレーションする処理
をコンピュータに実行させる人流シミュレーションプログラムであって、
　前記複数の来場者の状況をそれぞれ表す来場者情報と、前記複数の来場者の行動を誘発
する誘発情報に対して前記複数の来場者が影響を受ける特性をそれぞれ表す複数の影響特
性モデル情報とに基づき、シミュレーション環境上に前記複数の影響特性モデル情報とそ
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れぞれ関連付けられた複数の来場者エージェントを生成し、
　前記複数の施設の中から目的の施設を選択する確率を算出する算出式と前記複数の影響
特性モデル情報とに基づいて、前記シミュレーション環境上に生成された複数の施設エー
ジェントの中から前記複数の来場者エージェントが向かう目的の施設エージェントを選択
する、
　処理を含む人流シミュレーションプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本件は、人流シミュレーション装置、人流シミュレーション方法、及び人流シミュレー
ションプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の施設を備えたテーマパークを設計する際に、来場者の移動及び滞留の状況（以下
、人流という）をシミュレーションし、施設の配置等の設計に反映する技術が知られてい
る（例えば、特許文献１参照）。一方で、施設の配置を見直さずに、来場者が集中する施
設に対する優先入場券を来場者に発券して、その施設で生じる混雑を緩和する技術も知ら
れている（例えば、特許文献２参照）。
【０００３】
　優先入場券を取得した来場者は先にその施設とは異なる別の施設に移動し、その別の施
設を利用した後に優先入場券が対象とする施設を後から利用するため、待ち時間を抑える
ことができる。このように、優先入場券は来場者の行動を誘発する契機となる場合がある
。また、このような優先入場券に限らず、例えばテーマパーク内の飲食店で利用できる割
引券やサービス券、クーポン券などの各種媒体も来場者の行動を誘発する契機となる場合
がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平６－１７６００４号公報
【特許文献２】特表２００７－５０９３９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、来場者の中には、上述した各種媒体に影響を受け易い来場者もいれば、影響
を受けにくい来場者もいる。このように、各種媒体に影響を受ける来場者の特性（以下、
影響特性という）により来場者は様々な行動をとる可能性がある。
【０００６】
　しかしながら、上述した技術は来場者の影響特性を考慮せずに人流をシミュレーション
しており、来場者の影響特性を考慮した場合、来場者の人流を正確にシミュレーションす
ることができない可能性ある。
【０００７】
　そこで、１つの側面では、来場者の影響特性を考慮した人流をシミュレーションできる
人流シミュレーション装置、人流シミュレーション方法、及び人流シミュレーションプロ
グラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　１つの実施態様では、人流シミュレーション装置は、複数の施設が設置された場所にお
ける複数の来場者の人流をシミュレーションする人流シミュレーション装置であって、前
記複数の来場者の状況をそれぞれ表す来場者情報と、前記複数の来場者の行動を誘発する
誘発情報に対して前記複数の来場者が影響を受ける特性をそれぞれ表す複数の影響特性モ
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デル情報とに基づき、前記複数の影響特性モデル情報とそれぞれ関連付けられた複数の来
場者エージェントをシミュレーション環境上に生成し、前記複数の施設の中から目的の施
設を選択する確率を算出する算出式と前記複数の影響特性モデル情報とに基づいて、前記
シミュレーション環境上に生成された複数の施設エージェントの中から前記複数の来場者
エージェントが向かう目的の施設エージェントを選択する、処理を実行する処理部を含む
。
【発明の効果】
【０００９】
　来場者の影響特性を考慮した人流をシミュレーションすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は人流シミュレーションシステムの一例を説明するための図である。
【図２】図２は制御装置のハードウェア構成の一例である。
【図３】図３は制御装置のブロック図の一例である。
【図４】図４は場所データの一例である。
【図５】図５は施設データの一例である。
【図６】図６は施設プログラムデータの一例である。
【図７】図７は経路データの一例である。
【図８】図８は来場者データの一例である。
【図９】図９は来場者モデルデータの一例である。
【図１０】図１０（ａ）は選好度モデルデータの一例である。図１０（ｂ）は行動特性モ
デルデータの一例である。図１０（ｃ）は影響特性モデルデータの一例である。
【図１１】図１１は場所テーブルの一例である。
【図１２】図１２は施設テーブルの一例である。
【図１３】図１３は施設プログラムテーブルの一例である。
【図１４】図１４は経路テーブルの一例である。
【図１５】図１５は来場者テーブルの一例である。
【図１６】図１６は制御装置の動作の一例を示すフローチャートである。
【図１７】図１７は来場者エージェントのシミュレーション結果の一例である。
【図１８】図１８は来場者エージェントのシミュレーション結果の他の一例である。
【図１９】図１９は施設エージェントのシミュレーション結果の一例である。
【図２０】図２０は施設エージェントのシミュレーション結果の他の一例である。
【図２１】図２１（ａ）及び（ｂ）は施設エージェントのシミュレーション結果の他の一
例である。
【図２２】図２２はシミュレーション処理のフローチャートの一例である。
【図２３】図２３は状態遷移処理の処理手順の一例を示す図である。
【図２４】図２４は施設選択処理の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本件を実施するための形態について図面を参照して説明する。
【００１２】
　図１は人流シミュレーションシステムＳの一例を説明するための図である。人流シミュ
レーションシステムＳはいわゆるマルチエージェントシステムである。人流シミュレーシ
ョンシステムＳは人流シミュレーション装置としての端末装置１００とサーバ装置２００
とを備えている。図１では、端末装置１００の一例としてPersonal Computer（ＰＣ）が
示されているが、例えばスマートフォンやタブレット端末といったスマートデバイスであ
ってもよい。端末装置１００はユーザによって操作される。ユーザとしては、例えばテー
マパークにおける来場者の人流をシミュレーションする者が該当する。尚、テーマパーク
は人流をシミュレーションする場所の一例であって、テーマパークに代えて例えば観光地
や行楽地などが利用されてもよい。以下、テーマパークを一例として説明する。
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【００１３】
　サーバ装置２００は例えばテーマパーク内の管理事務室１０などに配備される。サーバ
装置２００は複数のセンサ１１～１４と接続されている。センサ１１は入退場ゲートと接
続されており、テーマパークに入場した来場者の数を計数したり、テーマパークから退場
した来場者の数を計数したりする。一方、センサ１２～１４は優先利用券を発券する発券
機器を備え、ジェットコースター、巨大迷路、観覧車といった各種アトラクション施設（
以下、単に施設という）の利用人数及び待ち人数を計数するとともに、優先利用券を発券
する。特に、センサ１２～１４は優先利用券を持つ優先来場者が並ぶ優先レーンと優先利
用券を持たない一般来場者が並ぶ一般レーンを分けて待ち人数を計数する。したがって、
サーバ装置２００はセンサ１１～１４からテーマパークの来場者数や各施設の利用人数及
び待ち人数を取得することができる。このように、サーバ装置２００はテーマパークや各
施設の混雑状況を管理する。尚、センサ１１～１４の代わりに、サーバ装置２００がシミ
ュレーションしたテーマパークや各施設の混雑状況を利用してもよい。また、サーバ装置
２００は混雑状況に応じて定期的又は非定期的に優先利用券の情報を生成する。サーバ装
置２００は生成した情報を上記発券機器に出力したり、端末装置１００（具体的には、後
述する来場者エージェント）からの要求に応じて当該情報を端末装置１００に出力したり
する。尚、サーバ装置２００は当該情報の出力と併せて、施設への移動を提案する情報や
クーポン券といった各種媒体に関する情報を出力してもよい。
【００１４】
　端末装置１００とサーバ装置２００は互いに接続されている。より詳しくは、端末装置
１００とサーバ装置２００は通信ネットワークＮＷを介して接続されている。通信ネット
ワークＮＷとしては例えばインターネットなどがある。したがって、端末装置１００は有
線通信を利用してサーバ装置２００に接続することができる。
【００１５】
　端末装置１００は入力装置１１０、表示装置１２０、及び制御装置１３０を含んでいる
。制御装置１３０は入力装置１１０から入力された情報や指示に基づいて、表示装置１２
０の表示内容を制御する。また、制御装置１３０は入力装置１１０から入力された情報や
指示に基づいて、サーバ装置２００から送信された情報を受信したりする。制御装置１３
０は受信した情報に基づいて、表示装置１２０の表示内容を制御する。
【００１６】
　以下、上述した制御装置１３０の構成及び動作の詳細を説明する。
【００１７】
　図２は制御装置１３０のハードウェア構成の一例である。尚、上述したサーバ装置２０
０については基本的に制御装置１３０と同様のハードウェア構成であるため、説明を省略
する。図２に示すように、制御装置１３０は、少なくともプロセッサとしてのCentral Pr
ocessing Unit（ＣＰＵ）１３０Ａ、Random Access Memory（ＲＡＭ）１３０Ｂ、Read On
ly Memory（ＲＯＭ）１３０Ｃ及びネットワークＩ／Ｆ（インタフェース）１３０Ｄを含
んでいる。制御装置１３０は、必要に応じて、Hard Disk Drive（ＨＤＤ）１３０Ｅ、入
力Ｉ／Ｆ１３０Ｆ、出力Ｉ／Ｆ１３０Ｇ、入出力Ｉ／Ｆ１３０Ｈ、ドライブ装置１３０Ｉ
の少なくとも１つを含んでいてもよい。ＣＰＵ１３０Ａからドライブ装置１３０Ｉまでは
、内部バス１３０Ｊによって互いに接続されている。少なくともＣＰＵ１３０ＡとＲＡＭ
１３０Ｂとが協働することによってコンピュータが実現される。尚、ＣＰＵ１３０Ａに代
えてMicro Processing Unit（ＭＰＵ）をプロセッサとして利用してもよい。
【００１８】
　入力Ｉ／Ｆ１３０Ｆには、入力装置１１０が接続される。入力装置１１０としては、例
えばキーボードやマウスなどがある。出力Ｉ／Ｆ１３０Ｇには、表示装置１２０が接続さ
れる。表示装置１２０としては、例えば液晶ディスプレイがある。入出力Ｉ／Ｆ１３０Ｈ
には、半導体メモリ７３０が接続される。半導体メモリ７３０としては、例えばUniversa
l Serial Bus（ＵＳＢ）メモリやフラッシュメモリなどがある。入出力Ｉ／Ｆ１３０Ｈは
、半導体メモリ７３０に記憶されたプログラムやデータを読み取る。入力Ｉ／Ｆ１３０Ｆ
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及び入出力Ｉ／Ｆ１３０Ｈは、例えばＵＳＢポートを備えている。出力Ｉ／Ｆ１３０Ｇは
、例えばディスプレイポートを備えている。
【００１９】
　ドライブ装置１３０Ｉには、可搬型記録媒体７４０が挿入される。可搬型記録媒体７４
０としては、例えばCompact Disc（ＣＤ）－ＲＯＭ、Digital Versatile Disc（ＤＶＤ）
といったリムーバブルディスクがある。ドライブ装置１３０Ｉは、可搬型記録媒体７４０
に記録されたプログラムやデータを読み込む。ネットワークＩ／Ｆ１３０Ｄは、例えばＬ
ＡＮポートを備えている。ネットワークＩ／Ｆ１３０Ｄは上述した通信ネットワークＮＷ
と接続される。
【００２０】
　上述したＲＡＭ１３０Ｂには、ＲＯＭ１３０ＣやＨＤＤ１３０Ｅに記憶されたプログラ
ムがＣＰＵ１３０Ａによって格納される。ＲＡＭ１３０Ｂには、可搬型記録媒体７４０に
記録されたプログラムがＣＰＵ１３０Ａによって格納される。格納されたプログラムをＣ
ＰＵ１３０Ａが実行することにより、後述する各種の機能が実現され、また、後述する各
種の処理が実行される。尚、プログラムは後述するフローチャートに応じたものとすれば
よい。
【００２１】
　次に、図３から図１５までを参照して、制御装置１３０の機能について説明する。
【００２２】
　図３は制御装置１３０のブロック図の一例である。図３では、制御装置１３０の機能構
成を表している。図４は場所データ２１の一例である。図５は施設データ２２の一例であ
る。図６は施設プログラムデータ２３の一例である。図７は経路データ３１の一例である
。図８は来場者データ４１の一例である。図９は来場者モデルデータ５１の一例である。
【００２３】
　図１０（ａ）は選好度モデルデータ５２の一例である。図１０（ｂ）は行動特性モデル
データ５３の一例である。図１０（ｃ）は影響特性モデルデータ５４の一例である。図１
１は場所テーブルＴ１の一例である。図１２は施設テーブルＴ２の一例である。図１３は
施設プログラムテーブルＴ３の一例である。図１４は経路テーブルＴ４の一例である。図
１５は来場者テーブルＴ５の一例である。
【００２４】
　制御装置１３０は、図３に示すように、施設情報受付部１３１、経路情報受付部１３２
、来場者情報受付部１３３、及び来場者モデル受付部１３４を備えている。制御装置１３
０は、処理部としての施設エージェント生成部１３５、経路生成部１３６、及び来場者エ
ージェント生成部１３７を備えている。制御装置１３０は、施設記憶部１４０、経路記憶
部１４１、及び来場者記憶部１４２を備えている。制御装置１３０は、処理部としての来
場者エージェント更新部１４３、誘発情報受信部１４４、施設選択部１４５、及び施設エ
ージェント更新部１４６を備えている。
【００２５】
　尚、施設情報受付部１３１、経路情報受付部１３２、来場者情報受付部１３３、来場者
モデル受付部１３４は、例えば上述した入力Ｉ／Ｆ１３０Ｆによって実現される。施設記
憶部１４０、経路記憶部１４１、及び来場者記憶部１４２は、例えば上述したＲＡＭ１３
０Ｂ又はＨＤＤ１３０Ｅによって実現される。施設エージェント生成部１３５、経路生成
部１３６、及び来場者エージェント生成部１３７、来場者エージェント更新部１４３、施
設選択部１４５、及び施設エージェント更新部１４６は、例えば上述したＣＰＵ１３０Ａ
によって実現される。誘発情報受信部１４４は、例えば上述したネットワークＩ／Ｆ１３
０Ｄによって実現される。
【００２６】
　施設情報受付部１３１は入力装置１１０から入力された施設情報を受け付ける。施設情
報受付部１３１は受け付けた施設情報を施設エージェント生成部１３５に出力する。施設
情報は、図４から図６に示すように、特定の記述言語で記載された場所データ２１、施設
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データ２２、及び施設プログラムデータ２３を含んでいる。場所データ２１は人流をシミ
ュレーションする場所のデータである。場所データ２１は場所の名称、その場所の営業時
間及び位置（具体的には経路及び緯度）を含んでいる。施設データ２２は場所データ２１
によって特定される場所に設置された複数の施設に関するデータである。施設データ２２
は複数の施設の名称、その施設の位置、及び収容人数などを含んでいる。施設プログラム
データ２３は施設データ２２によって特定される施設が提供するプログラムに関するデー
タである。施設プログラムデータ２３は施設が提供するプログラムの開始時刻及び終了時
刻を含んでいる。施設情報受付部１３１は、このような場所データ２１、施設データ２２
、及び施設プログラムデータ２３を含む施設情報を受け付けて、施設エージェント生成部
１３５に出力する。
【００２７】
　経路情報受付部１３２は入力装置１１０から入力された経路情報を受け付ける。経路情
報受付部１３２は受け付けた経路情報を経路生成部１３６に出力する。経路情報は、図７
に示すように、特定の記述言語で記載された経路データ３１を含んでいる。経路データ３
１は複数の施設の間を移動できる経路を表すデータである。経路データ３１は経路を識別
する経路ＩＤ、経路の始点を識別する始点ノードＩＤ、経路の終点を識別する終点ノード
ＩＤ、及び経路の始点及び終点を特定するそれぞれの位置（具体的には緯度及び経度）を
含んでいる。経路情報受付部１３２は、このような経路データ３１を含む経路情報を受け
付けて、経路生成部１３６に出力する。
【００２８】
　来場者情報受付部１３３は入力装置１１０から入力された来場者情報を受け付ける。来
場者情報受付部１３３は受け付けた来場者情報を来場者エージェント生成部１３７に出力
する。来場者情報は、図８に示すように、来場者データ４１を含んでいる。来場者データ
４１は上述した場所データ２１によって特定される場所の時間帯毎の来場者数、その時間
帯における来場者の滞在時間の平均及び分散を含んでいる。来場者データ４１は例えば表
計算用アプリなどによって定義される。来場者情報受付部１３３は、このような来場者デ
ータ４１を含む来場者情報を受け付けて、来場者エージェント生成部１３７に出力する。
【００２９】
　来場者モデル受付部１３４は入力装置１１０から入力された来場者モデル情報を受け付
ける。来場者モデル受付部１３４は受け付けた来場者モデル情報を来場者エージェント生
成部１３７に出力する。来場者モデル情報は、図９及び図１０（ａ）～（ｃ）に示すよう
に、来場者モデルデータ５１、選好度モデルデータ５２、行動特性モデルデータ５３、及
び影響特性モデルデータ５４を含んでいる。来場者モデルデータ５１、選好度モデルデー
タ５２、行動特性モデルデータ５３、及び影響特性モデルデータ５４はいずれも例えば表
計算用アプリなどによって定義されている。
【００３０】
　来場者モデルデータ５１は来場者の種々の特性をモデル化したデータである。来場者モ
デルデータ５１は、図９に示すように、来場者モデルＩＤ、選好度モデルＩＤ、行動特性
モデルＩＤ、影響特性モデルＩＤ、及び重みを構成要素として含んでいる。来場者モデル
ＩＤは来場者モデルデータ５１を識別する識別情報である。選好度モデルＩＤは選好度モ
デルデータ５２を識別する識別情報である。行動特性モデルＩＤは行動特性モデルデータ
５３を識別する識別情報である。影響特性モデルＩＤは影響特性モデルデータ５４を識別
する識別情報である。重みは後述する来場者エージェントに来場者モデルＩＤを割り当て
る際の基準である。
【００３１】
　ここで、上述した選好度モデルデータ５２は来場者の施設に対する選好度をモデル化し
たデータである。選好度モデルデータ５２は、図１０（ａ）に示すように、選好度モデル
ＩＤ毎に複数の施設について各施設の時間帯毎の来場者の施設に対する選好度を表すパラ
メータを含んでいる。例えば、選好度モデルＩＤ「１」により特定される選好度モデルデ
ータ５２では、９時台にはジェットコースターに対する選好度がパラメータ「０．９」で
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あるが、１０時台にはその選好度がパラメータ「０．８」に下がっている。すなわち、１
０時台では９時台よりジェットコースターを好んで選ぶ度合が下がっていることを表して
いる。ジェットコースター以外の施設についてもジェットコースターと同様である。この
ように、選好度モデルデータ５２は複数の施設に対する時間帯毎の選好度を時系列に管理
している。
【００３２】
　また、上述した行動特性モデルデータ５３は来場者の行動の特性をモデル化したデータ
である。行動特性モデルデータ５３は、図１０（ｂ）に示すように、行動特性モデルＩＤ
毎に待ち時間抵抗度及び移動距離抵抗度のそれぞれについて時間帯毎の来場者の行動の特
性を表すパラメータを含んでいる。待ち時間抵抗度は、来場者が許容できない待ち時間の
度合を表しており、移動距離抵抗度は、来場者が許容できない移動距離の度合を表してい
る。例えば、行動特性モデルＩＤ「１」により特定される行動特性モデルデータ５３では
、９時台には待ち時間抵抗度がパラメータ「０．１」であり、移動距離抵抗度がパラメー
タ「０．５」である。すなわち、９時台では来場者は待ち時間についてはある程度許容で
きるが、移動距離についてはあまり許容できないことを表している。このように、行動特
性モデルデータ５３は時間帯毎に待ち時間抵抗度及び移動距離抵抗度を時系列に管理して
いる。
【００３３】
　さらに、上述した影響特性モデルデータ５４は来場者の誘発情報に対する影響の特性を
モデル化したデータである。誘発情報は来場者の行動を誘発する情報である。誘発情報と
しては、例えば施設の移動を提案する情報や、優先利用券に関する情報、サービス券、割
引券、クーポン券に関する情報といった移動の動機付け（インセンティブ）を与える情報
などがある。当該情報に動機付けの強度（例えば高い割引率や価値の高いサービスなど）
を関連付けてもよい。影響特性モデルデータ５４は、図１０（ｃ）に示すように、時間帯
毎に来場者の誘発情報に対する感受性に関する特性を表すパラメータを含んでいる。例え
ば、影響特性モデルＩＤ「１」により特定される影響特性モデルデータ５４では、９時台
には感受性がパラメータ「０．３」である。すなわち、９時台では来場者は誘発情報に対
しあまり影響を受けないことを表している。逆に、感受性がパラメータ「０．９」である
場合、来場者は誘発情報に対し強く影響を受けることを表している。このように、影響特
性モデルデータ５４は時間帯毎に感受性を時系列に管理している。
【００３４】
　施設エージェント生成部１３５は施設情報受付部１３１から出力された施設情報に基づ
いて、施設エージェントを生成する。施設エージェントはシミュレーション環境上で施設
の代理として動作する情報である。より詳しくは、施設エージェント生成部１３５は、施
設情報に含まれる場所データ２１に基づいて、図１１に示すように、場所データ２１を含
む場所テーブルＴ１を生成する。施設エージェント生成部１３５は生成した場所テーブル
Ｔ１を施設記憶部１４０に登録する。また、施設エージェント生成部１３５は、施設情報
に含まれる施設データ２２に基づいて、図１２に示すように、施設データ２２を含む施設
テーブルＴ２を生成する。施設エージェント生成部１３５は生成した施設テーブルＴ２を
施設エージェントとして施設記憶部１４０に登録する。さらに、施設エージェント生成部
１３５は、施設情報に含まれる施設プログラムデータ２３に基づいて、図１３に示すよう
に、施設プログラムデータ２３を含む施設プログラムテーブルＴ３を生成する。施設エー
ジェント生成部１３５は生成した施設プログラムテーブルＴ３を施設記憶部１４０に登録
する。
【００３５】
　経路生成部１３６は経路情報受付部１３２から出力された経路情報に基づいて、来場者
エージェントの移動経路を生成する。より詳しくは、経路生成部１３６は、経路情報に含
まれる経路データ３１に基づいて、図１４に示すように、経路データ３１を含む経路テー
ブルＴ４を生成する。経路生成部１３６は生成した経路テーブルＴ４を移動経路として経
路記憶部１４１に登録する。



(9) JP 2019-21143 A 2019.2.7

10

20

30

40

50

【００３６】
　来場者エージェント生成部１３７は来場者情報受付部１３３から出力された来場者情報
と来場者モデル受付部１３４から出力された来場者モデル情報とに基づいて、来場者エー
ジェントを生成する。来場者エージェントはシミュレーション環境上で来場者の代理とし
て動作する情報である。より詳しくは、来場者エージェント生成部１３７は、まず、来場
者情報に含まれる時間帯別来場者数と滞在時間の分散に基づいて、図１５に示すように、
来場者テーブルＴ５を生成する。次に、来場者エージェント生成部１３７は、来場者モデ
ルデータ５１に含まれる重み（図９参照）の比率に基づいて、来場者テーブルＴ５の来場
者モデルＩＤの欄に、来場者モデルデータ５１の来場者モデルＩＤを割り当てる。これに
より、来場者モデルデータ５１（図９参照）を介して、来場者テーブルＴ５と選好度モデ
ルデータ５２（図１０（ａ）参照）、行動特性モデルデータ５３（図１０（ｂ）参照）、
及び影響特性モデルデータ５４（図１０（ｃ）参照）とが互いに関連付けられる。例えば
、図１５に示す来場者ＩＤ「１０１」の選好度、行動特性及び影響特性は来場者モデルＩ
Ｄ「３」によって特定され、来場者モデルデータ５１（図９参照）に基づけば、来場者モ
デルＩＤ「３」は選好度モデルＩＤ「３」、行動特性モデルＩＤ「４」及び影響特性モデ
ルＩＤ「１」によって特定される。来場者エージェント生成部１３７は来場者テーブルＴ
５を生成すると、生成したテーブルＴ５を来場者エージェントとして来場者記憶部１４２
に登録する。
【００３７】
　来場者エージェント更新部１４３は、シミュレーション環境上の時間軸に従って、来場
者記憶部１４２が記憶する来場者エージェントの状態を更新する。より詳しくは、来場者
エージェント更新部１４３は、シミュレーション環境上のテーマパーク内に滞在する全て
の来場者エージェントの状態を更新する。来場者エージェントの状態としては、例えば施
設への移動を表す状態や施設の利用を待っている状態、施設を利用している状態などがあ
る。尚、来場者エージェントの状態の詳細については後述する。来場者エージェント更新
部１４３は、来場者エージェントの状態を更新し終えると、更新後の来場者エージェント
の状態をシミュレーション結果として来場者記憶部１４２に登録する。また、来場者エー
ジェント更新部１４３は各来場者エージェントの来場者モデルデータ５１に基づいて、選
好度モデルデータ５２、行動特性モデルデータ５３、及び影響特性モデルデータ５４を取
得し、取得した選好度モデルデータ５２、行動特性モデルデータ５３、及び影響特性モデ
ルデータ５４を施設選択部１４５に出力する。
【００３８】
　誘発情報受信部１４４は誘発情報をサーバ装置２００から来場者エージェントの要求に
基づいて又は来場者エージェントの要求に基づかずに受信する。誘発情報受信部１４４は
誘発情報を受信すると、受信した誘発情報を施設選択部１４５に出力する。
【００３９】
　施設選択部１４５は来場者エージェントの行先施設を選択する。より詳しくは、施設選
択部１４５は施設記憶部１４０から施設エージェントを取得するとともに、経路記憶部１
４１から移動経路を取得する。施設選択部１４５は施設エージェント及び移動経路を取得
すると、取得した施設エージェント及び移動経路、来場者エージェント更新部１４３から
出力された選好度モデルデータ５２、行動特性モデルデータ５３、及び影響特性モデルデ
ータ５４、並びに誘発情報受信部１４４から出力された誘発情報に基づいて、来場者エー
ジェントの行先施設を選択する。施設選択部１４５は来場者エージェントの行先施設を選
択すると、選択した行先施設を、来場者エージェント更新部１４３を通して来場者記憶部
１４２に登録する。
【００４０】
　施設エージェント更新部１４６は施設記憶部１４０が記憶する施設エージェントを更新
する。より詳しくは、そのシミュレーション時刻における来場者エージェントの状態（例
えば、当該施設を利用中、または、利用待ち中など）に基づいて、施設エージェントを更
新する。例えば、１ステップ前のシミュレーション時刻と比べてジェットコースターの待
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ち人数や利用者数が増えていた場合、施設エージェント更新部１４６はジェットコースタ
ーの待ち人数を増やしたり、利用者数を増やしたりする。また、施設エージェント更新部
１４６は施設エージェントの更新結果をシミュレーション結果として施設記憶部１４０に
登録する。
【００４１】
　続いて、制御装置１３０の動作について説明する。
【００４２】
　図１６は制御装置１３０の動作の一例を示すフローチャートである。図１７は来場者エ
ージェントのシミュレーション結果の一例である。図１８は来場者エージェントのシミュ
レーション結果の他の一例である。図１９は施設エージェントのシミュレーション結果の
一例である。図２０は施設エージェントのシミュレーション結果の他の一例である。図２
１（ａ）及び（ｂ）は施設エージェントのシミュレーション結果の他の一例である。
【００４３】
　まず、施設情報受付部１３１は入力装置１１０から入力された施設情報を受け付ける（
ステップＳ１０１）。次いで、経路情報受付部１３２は入力装置１１０から入力された経
路情報を受け付ける（ステップＳ１０２）。次いで、来場者情報受付部１３３は入力装置
１１０から入力された来場者情報を受け付ける（ステップＳ１０３）。より詳しくは、来
場者情報受付部１３３は入力装置１１０から入力された来場者情報を受け付け、来場者モ
デル受付部１３４は入力装置１１０から入力された来場者モデル情報を受け付ける。
【００４４】
　ステップＳ１０３の処理が完了すると、次いで、施設エージェント生成部１３５等はシ
ミュレーション処理を実行する（ステップＳ１０４）。シミュレーション処理は、施設エ
ージェント、移動経路、及び来場者エージェントを生成し、生成した施設エージェント、
移動経路、来場者エージェント、及び受信した誘発情報に基づいて、施設エージェント及
び来場者エージェントの状態を更新し、来場者エージェントの人流をシミュレーションす
る処理である。尚、シミュレーション処理の詳細については後述する。
【００４５】
　ステップＳ１０４の処理が完了すると、次いで、来場者エージェント更新部１４３等は
シミュレーション結果を出力する（ステップＳ１０５）。例えば、来場者エージェントに
関するシミュレーション結果であれば、来場者エージェント更新部１４３はそのシミュレ
ーション結果を来場者記憶部１４２に出力する。例えば、施設エージェントに関するシミ
ュレーション結果であれば、施設エージェント更新部１４６はそのシミュレーション結果
を施設記憶部１４０に出力する。
【００４６】
　来場者記憶部１４２に出力されるシミュレーション結果としては、例えば、図１７に示
すように、来場者エージェントの来場者ＩＤ毎の行動履歴や、図１８に示すように、来場
者エージェントの来場者ＩＤ毎の待ち時間などがある。一方、施設記憶部１４０に出力さ
れるシミュレーション結果としては、例えば、図１９に示すように、各施設エージェント
のシミュレーション時刻毎の利用者数や待ち人数、混雑率、待ち時間、図２０に示すよう
に、施設エージェントの施設ＩＤ毎の待ち時間などがある。また、施設記憶部１４０に出
力されるシミュレーション結果としては、図２１（ａ）に示すように、テーマパーク内の
時間帯別の滞在者数や、図２１（ｂ）に示すように、各施設の時間帯別平均待ち時間など
もある。来場者エージェント更新部１４３及び施設エージェント更新部１４６はこれらの
シミュレーション結果を表示装置１２０に出力してもよい。尚、待ち人数は一般レーンの
待ち人数、または、優先レーンの待ち人数であり、図１９ではそれぞれについて出力され
た一般レーンの待ち人数と優先レーンの待ち人数の一方が示されている。混雑率は利用人
数と待ち人数の和を収容人数で割った値である。待ち時間は待ち人数を回転数で割って所
要時間を掛けた値である。待ち人数、混雑率、及び待ち時間はいずれも施設エージェント
更新部１４６によって算出される。
【００４７】
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　続いて、図２２を参照して、上述したシミュレーション処理の詳細について説明する。
【００４８】
　図２２はシミュレーション処理のフローチャートの一例である。上述したステップＳ１
０３の処理が完了すると、まず、施設エージェント生成部１３５は施設エージェントを生
成する（ステップＳ２０１）。ステップＳ２０１の処理が完了すると、次いで、経路生成
部１３６は移動経路を生成する（ステップＳ２０２）。ステップＳ２０２の処理が完了す
ると、次いで、来場者エージェント生成部１３７は来場者エージェントを生成する（ステ
ップＳ２０３）。
【００４９】
　ステップＳ２０３の処理が完了すると、次いで、来場者エージェント更新部１４３はシ
ミュレーション時刻を１ステップ（例えば１分）進行させる（ステップＳ２０４）。ステ
ップＳ２０４の処理が完了すると、来場者エージェント更新部１４３は状態遷移処理を実
行する（ステップＳ２０５）。状態遷移処理は来場者エージェントの状態遷移を実行した
り、来場者エージェントの行先施設を選択したりする処理である。尚、状態遷移処理の詳
細については後述する。
【００５０】
　ステップＳ２０５の処理が完了すると、次いで、施設エージェント更新部１４６は施設
エージェントを更新する（ステップＳ２０６）。ステップＳ２０６の処理が完了すると、
次いで、来場者エージェント更新部１４３は指定時間が終了したか否かを判断する（ステ
ップＳ２０７）。指定時間が終了していない場合（ステップＳ２０７：ＮＯ）、来場者エ
ージェント更新部１４３はステップＳ２０４の処理を実行する。これにより、シミュレー
ション時刻が進行する度に、来場者エージェントの状態が更新され、施設エージェントの
状態が更新される。一方、指定時間が終了した場合（ステップＳ２０７：ＹＥＳ）、シミ
ュレーション処理が終了する。
【００５１】
　図２３は状態遷移処理の処理手順の一例を示す図である。図２３では、テーマパーク内
の状態遷移を表している。まず、来場者エージェント生成部１３７が来場者エージェント
を生成すると、生成した来場者エージェントはテーマパーク内に入場し、ｉｄｌｅ状態に
遷移する（Ｗ１）。ｉｄｌｅ状態では確率ｐ１で行先施設を選択し、予め定めた一定の確
率ｐ２でサーバ装置２００に対して例えば行先施設の提案を要求し（Ｗ２）、確率１－ｐ

１－ｐ２でｉｄｌｅ状態を維持する（Ｗ３）。尚、行先施設を選択する処理については後
述する。
【００５２】
　ｉｄｌｅ状態で行先施設を選択すると、来場者エージェントの状態はｉｄｌｅ状態から
ｒｏａｍ状態に遷移する（Ｗ４）。すなわち、来場者エージェントは選択した行先施設に
向けた散策を開始する。一方、ｉｄｌｅ状態で行先施設の提案を要求すると、来場者エー
ジェントは行先施設の提案と併せて有効時限が設定された優先利用券を取得する。このと
き、行先施設は複数提案されるものとし、その中から来場者エージェントは行先を選択す
る。ｉｄｌｅ状態で優先利用券を取得すると、取得した優先利用券が有効時限内であれば
（もしくは、移動を開始してその行先施設到着時に有効時限内に入るのであれば）、来場
者エージェントの状態はｉｄｌｅ状態からｍｏｖｅ状態に遷移する（Ｗ５）。すなわち、
提案された行先施設に向けて来場者エージェントは移動する。
【００５３】
　ｒｏａｍ状態では、来場者エージェントは自ら選択した行先施設に向かい移動する。行
先施設に到着した場合には、来場者エージェント更新部１４３は待ち判定を行う。来場者
エージェント更新部１４３は待ち時間が長くなるほど、来場者エージェントがその施設を
諦めると判断する。例えば待ち時間が所定の設定時間より長くなると、来場者エージェン
トの状態はｒｏａｍ状態からｉｄｌｅ状態に遷移する（Ｗ６）。一方、待ち時間が所定の
設定時間より短い場合、来場者エージェントの状態はｒｏａｍ状態からｗａｉｔ状態に遷
移する（Ｗ７）。この場合、来場者エージェントは優先利用券を所持していないため、一
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【００５４】
　また、ｒｏａｍ状態において、来場者エージェントが優先利用券を所持しており、移動
中にその有効時限に間に合わなくなると判断した場合には、来場者エージェントの状態は
ｒｏａｍ状態からｍｏｖｅ状態に遷移する（Ｗ８）。移動中にその有効時限に間に合わな
くなるか否かは、例えば来場者エージェント更新部１４３が取得した移動経路に基づいて
判断する。
【００５５】
　ｍｏｖｅ状態では、来場者エージェントは優先利用券が対象とする施設に向かい移動し
、当該施設に到着すると、来場者エージェントの状態はｍｏｖｅ状態からｗａｉｔ状態に
遷移する（Ｗ９）。来場者エージェントは優先利用券を所持しているため、優先搭乗レー
ンでの待機となる。
【００５６】
　ｗａｉｔ状態では、一般レーンでの待機であっても優先搭乗レーンでの待機であっても
、施設を利用できる時間になるまで待機する。施設を利用できる時間になると、来場者エ
ージェントの状態はｗａｉｔ状態からｆａｃｉｌｉｔｙ状態に遷移する（Ｗ１０，Ｗ１１
）。尚、一般レーンでの待機の場合には、来場者エージェント更新部１４３はｒｏａｍ状
態の際の待ち判定より緩和された条件で待ち判定を行う。例えば待ち時間が所定の設定時
間より長かった場合、来場者エージェントは一定の確率で行列から離脱し、来場者エージ
ェントの状態はｗａｉｔ状態からｉｄｌｅ状態に遷移する（Ｗ１２）。一方、ｗａｉｔ状
態において、来場者エージェントが優先利用券を所持しており、待機中にその有効時限に
間に合わなくなると判断した場合には、来場者エージェントの状態はｗａｉｔ状態からｍ
ｏｖｅ状態に遷移する（Ｗ１３）。
【００５７】
　ｆａｃｉｌｉｔｙ状態では、来場者エージェントは施設を利用する。施設の利用が終了
すると、来場者エージェントの状態はｆａｃｉｌｉｔｙ状態からｉｄｌｅ状態に遷移する
（Ｗ１４）。設定された滞在時間に到達した場合には、来場者エージェントはテーマパー
クから退場し、来場者エージェントのシミュレーションは終了する。
【００５８】
　図２４は施設選択処理の一例を示すフローチャートである。施設選択処理は来場者エー
ジェントが行先施設を選択する処理である。提案された行先施設から施設を選択するとき
にも実行される。まず、施設選択部１４５は、行先施設の候補を抽出できるか否かを判断
する（ステップＳ３０１）。より詳しくは、来場者エージェントが上述したｉｄｌｅ状態
に遷移すると、施設選択部１４５は来場者エージェントがまだ利用していない施設エージ
ェントを抽出できるか否かを判断する。テーマパーク内に設置された全ての施設の施設エ
ージェントを来場者エージェントが利用した場合、施設選択部１４５は来場者エージェン
トが利用していない施設を抽出できないと判断し（ステップＳ３０１：ＮＯ）、処理を終
了する。
【００５９】
　一方、全ての施設の施設エージェントを来場者エージェントがまだ利用し終えていない
場合、施設選択部１４５は来場者エージェントがまだ利用していない施設エージェントを
抽出できると判断し（ステップＳ３０１：ＹＥＳ）、抽出できた各施設エージェントの効
用値を算出する（ステップＳ３０２）。ここで、施設選択部１４５は以下の算出式（１）
と各係数とに基づいて、時刻ｔにおける施設エージェントｉの効用値Ｖｉ（ｔ）を算出す
る。提案された行先施設から施設を選択するときには、上記効用値が一定以上のものだけ
を対象とする。
＜算出式（１）＞
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　ここで、算出式（１）における各係数は以下のとおりである。
　Ｐｉ：施設エージェントｉに対する選好度
　ＷＴｉ：施設エージェントｉの待ち時間
　Ｄｉ：施設エージェントｉまでの距離
　Ｉｉ：施設エージェントｉに対する情報又はインセンティブ強度
　β１：待ち時間に対する抵抗度
　β２：移動距離に対する抵抗度
　β３：情報またはインセンティブに対する感受性
【００６０】
　ステップＳ３０２の処理が完了すると、次いで、施設選択部１４５は抽出できた各施設
エージェントの選択確率を算出する（ステップＳ３０３）。ここで、施設選択部１４５は
算出した各施設エージェントの効用値と以下の算出式（２）とに基づいて、時刻ｔにおけ
る施設エージェントｉの選択確率Ｐｒｏｂｉ（ｔ）を算出する。
＜算出式（２）＞

　尚、Ａは行先施設の候補群を表している。
【００６１】
　ステップＳ３０３の処理が完了すると、次いで、施設選択部１４５は行先施設を選択す
る（ステップＳ３０４）。より詳しくは、施設選択部１４５は算出した各施設エージェン
トの選択確率Ｐｒｏｂｉ（ｔ）に基づいて行先施設を選択する。例えば、施設選択部１４
５は算出した各施設エージェントの選択確率Ｐｒｏｂｉ（ｔ）の中から最大の選択確率Ｐ
ｒｏｂｉ（ｔ）を算出した施設エージェントを行先施設として選択する。すなわち、施設
選択部１４５は最大の選択確率Ｐｒｏｂｉ（ｔ）を上述した確率Ｐ１とし、確率Ｐ１を算
出した施設を行先施設として選択する。ステップＳ３０４の処理が終了すると、施設選択
部１４５は処理を終了する。このように、施設選択部１４５は来場者エージェントの影響
特性を考慮した効用値を算出し、算出した効用値に基づいて施設の選択確率を算出し、算
出した選択確率に基づいて行先施設を選択する。
【００６２】
　以上、本実施形態によれば、制御装置１３０は来場者エージェント生成部１３７と施設
選択部１４５を備えている。来場者エージェント生成部１３７は、来場者情報と複数の影
響特性モデル情報とに基づき、複数の影響特性モデル情報とそれぞれ関連付けられた複数
の来場者エージェントをシミュレーション環境上に生成する。施設選択部１４５は上述し
た算出式（２）と影響特性モデル情報とに基づいて、シミュレーション環境上に生成され
た複数の施設エージェントの中から複数の来場者エージェントが向かう目的の施設エージ
ェントを選択する。これにより、来場者の影響特性を考慮した人流をシミュレーションす
ることができる。
【００６３】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳述したが、本発明に係る特定の実施形態に
限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、
種々の変形・変更が可能である。例えば、上述した実施形態では、複数の来場者が時間及
び距離に関して許容できない抵抗度合を表す行動特性モデル情報を利用して説明したが、
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時間及び距離に限定されず、例えば天候や環境（例えば気温や湿度など）、テーマパーク
内の人口密度などを抵抗度合として利用してもよい。
【００６４】
　なお、以上の説明に関して更に以下の付記を開示する。
（付記１）複数の施設が設置された場所における複数の来場者の人流をシミュレーション
する人流シミュレーション装置であって、前記複数の来場者の状況をそれぞれ表す来場者
情報と、前記複数の来場者の行動を誘発する誘発情報に対して前記複数の来場者が影響を
受ける特性をそれぞれ表す複数の影響特性モデル情報とに基づき、前記複数の影響特性モ
デル情報とそれぞれ関連付けられた複数の来場者エージェントをシミュレーション環境上
に生成し、前記複数の施設の中から目的の施設を選択する確率を算出する算出式と前記複
数の影響特性モデル情報とに基づいて、前記シミュレーション環境上に生成された複数の
施設エージェントの中から前記複数の来場者エージェントが向かう目的の施設エージェン
トを選択する、処理を実行する処理部を含む人流シミュレーション装置。
（付記２）前記処理部は、前記複数の来場者が少なくとも時間及び距離に関して許容でき
ない抵抗度合をそれぞれ表す複数の行動特性モデル情報ともそれぞれ関連付けられた前記
複数の来場者エージェントを生成し、前記複数の行動特性モデル情報にも基づいて、前記
施設エージェントを選択する、ことを特徴とする付記１に記載の人流シミュレーション装
置。
（付記３）前記処理部は、前記複数の施設のいずれかを選ぶ際の選好度をそれぞれ表す複
数の選好度モデル情報ともそれぞれ関連付けられた前記複数の来場者エージェントを生成
し、前記複数の選好度モデル情報にも基づいて、前記施設エージェントを選択する、こと
を特徴とする付記１又は２に記載の人流シミュレーション装置。
（付記４）前記複数の影響特性モデル情報、前記複数の行動特性モデル情報、及び前記複
数の選好度モデル情報はいずれも時系列に管理されている、ことを特徴とする付記３に記
載の人流シミュレーション装置。
（付記５）前記処理部は、前記誘発情報を前記人流シミュレーション装置以外の装置から
要求に基づいて又は前記要求に基づかずに受信する、ことを特徴とする付記１から４のい
ずれか１項に記載の人流シミュレーション装置。
（付記６）複数の施設が設置された場所における複数の来場者の人流をシミュレーション
する処理をコンピュータが実行する人流シミュレーション方法であって、前記複数の来場
者の状況をそれぞれ表す来場者情報と、前記複数の来場者の行動を誘発する誘発情報に対
して前記複数の来場者が影響を受ける特性をそれぞれ表す複数の影響特性モデル情報とに
基づき、シミュレーション環境上に前記複数の影響特性モデル情報とそれぞれ関連付けら
れた複数の来場者エージェントを生成し、前記複数の施設の中から目的の施設を選択する
確率を算出する算出式と前記複数の影響特性モデル情報とに基づいて、前記シミュレーシ
ョン環境上に生成された複数の施設エージェントの中から前記複数の来場者エージェント
が向かう目的の施設エージェントを選択する、処理を含む人流シミュレーション方法。
（付記７）前記処理は、前記複数の来場者が時間及び距離に関して許容できない抵抗度合
をそれぞれ表す複数の行動特性モデル情報ともそれぞれ関連付けられた前記複数の来場者
エージェントを生成し、前記複数の行動特性モデル情報にも基づいて、前記施設エージェ
ントを選択する、ことを特徴とする付記６に記載の人流シミュレーション方法。
（付記８）前記処理は、前記複数の施設のいずれかを選ぶ際の選好度をそれぞれ表す複数
の選好度モデル情報ともそれぞれ関連付けられた前記複数の来場者エージェントを生成し
、前記複数の選好度モデル情報にも基づいて、前記施設エージェントを選択する、ことを
特徴とする付記６又は７に記載の人流シミュレーション方法。
（付記９）前記複数の影響特性モデル情報、前記複数の行動特性モデル情報、及び前記複
数の選好度モデル情報はいずれも時系列に管理されている、ことを特徴とする付記８に記
載の人流シミュレーション方法。
（付記１０）前記処理は、前記誘発情報を前記人流をシミュレーションする装置以外の装
置から要求に基づいて又は前記要求に基づかずに受信する、ことを特徴とする付記６から
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９のいずれか１項に記載の人流シミュレーション方法。
（付記１１）複数の施設が設置された場所における複数の来場者の人流をシミュレーショ
ンする処理をコンピュータに実行させる人流シミュレーションプログラムであって、前記
複数の来場者の状況をそれぞれ表す来場者情報と、前記複数の来場者の行動を誘発する誘
発情報に対して前記複数の来場者が影響を受ける特性をそれぞれ表す複数の影響特性モデ
ル情報とに基づき、シミュレーション環境上に前記複数の影響特性モデル情報とそれぞれ
関連付けられた複数の来場者エージェントを生成し、前記複数の施設の中から目的の施設
を選択する確率を算出する算出式と前記複数の影響特性モデル情報とに基づいて、前記シ
ミュレーション環境上に生成された複数の施設エージェントの中から前記複数の来場者エ
ージェントが向かう目的の施設エージェントを選択する、処理を含む人流シミュレーショ
ンプログラム。
【符号の説明】
【００６５】
　　Ｓ　人流シミュレーションシステム
　　１００　端末装置
　　１３０　制御装置
　　１３５　施設エージェント生成部
　　１３６　経路生成部
　　１３７　来場者エージェント生成部
　　１４３　来場者エージェント更新部
　　１４４　誘発情報受信部
　　１４５　施設選択部
　　１４６　施設エージェント更新部
　　２００　サーバ装置
　
【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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